
一呆 学 学理

-6巻 1号
―

昭和 49年 1月 20日発行

目 次

山

爾

/」ヽ

舘

/Jヽ

内 恭

永 昌

口

嶋

堀

上 信

2)

3)
4)

5)
7)

8)

視覚美と聴覚美

外国での越年の思い出

南極の正月

石油とイスラエル

世界で一番古い岩

私の読んだ本 6)

岡田 要先生を偲んで

《学 部 消 息》

彦……(

吉……(

高……(

郊…・・(

稔……(

巌……(小
　
江 雄・,‥ (9)

(10～ 12)

アオキ属はヒマラヤ・ 中国 0日 本 を含む日華植物

地理区に自生する。 ヒマラヤアオキやシナアオキ

に比べると日本特産のアオキは2倍数の染色体 を

持つ進化した種と考えられ ている。最近になって

九州 。四国の|ア オキは染色1体 数が倍になっていな

いと判 り,シ ナアオキ (中 国・ 台湾)→アオキ (沖

縄 。九州 。四国)→アオキ (本州・ 北海道)と 分化

したと推定されるようになった。常緑で美 しい実

をつけるアオキはヨーロッパで古 くから非常に愛

好 されており,1712年 にヶンペルが Atilkubaと

呼んで紹介したのが最初である。初めの頃は雌株

だけだったため実ができなかったが,雄株はやっ

と 1860年 フォーチュンによって送 られた。なお

ロンドンではアオキが公害に強い とすでに 1870
アオキ4′ο″う′′″ο″′c′ Thunb・
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年に記録 され ている。 (大橋広好 :植物)



視 覚 美 聴 覚 美

一昨年末,古稀祝賀に対する多 くの方々の御芳志に対

する御礼として,“雑騒"と いう甚だ物騒な表題を付けた

雑文集を自費出版してお届けした。もっとも出版費の大

部分は祝賀宴のとき集めて下さった浄財によるもので,

その上数社の出版社の編集員諸君の献身的骨折りがあっ

てできたものだから, “自費"と いうのは 当らないが,

とにかく,奥付の定価のない書物を作ったのは愉快であ

った。部数が余ったので,平素御懇意を願っている方々

にもお目に掛けた。

私は商売柄,多 くの方々から書物を寄贈されるが,こ

れはお互いのことと思って,滅多にお礼を書いたことが

ない。ところが,こ の雑文に対して沢山の礼状が寄せら

れたので, しまった,今迄大変失礼なことをしていたと

始めて気がついた。物が物だけに,集ったお便 りにはな

かなか面白い批評もある。 “雑騒どころか颯爽たるもの

です"な どと,文学者に賞められたりして大いに気をよ

くした。 (大変敬老精神に富んだ方だと感心した。)思い

掛けなかったのは,自然科学者畑の諸君からの礼状の中

に,漢詩 2首,和歌,俳句それぞれ数首ずつを発見した

ことである。しかもこの作者の中には,私から見ると,

随分若い方々も含まれている。 C.Po Snowの “2っの

文化
″

とぃうのはどうも日本のことではないらしい。そ

の後,朗人宗匠からも “母国"と いう句集を贈られた。

ここに取上げたいのは,医学部の先生だった吉田冨三

さんの俳句論である。吉田さんといえば,吉田肉腫 (独

立した生きた 1個の癌細胞)で世界に名をとどろかせた

癌の大家で,恩賜賞,文化勲章の栄に輝 く我が学界の誇

りであったことは御承知と思う。惜しくも昨年逝去され

た。私個人としても,よ い友人を失ってまことに残念で

ある。彼が一昨年贈ってくれた随想集 “生命と言葉"の

中に,“俳句と漢字"と いう小論がある。

吉田さんといえば, 国語審議会で, “国語は漢字仮名

交りをもって,その表記の正則とする"と ぃう提案をさ

れて, 大議論の種を播いたことは御記憶の方々もあろ

う。彼の俳句論は,要約すれば,俳句は知性の詩で,日
で見る詩で,漢字がエッセンシァルであるというのらし

い。芭蕉,蕪村から鬼城,蛇笏,虚子,達治などの名句

を数多 く引用して説明してあって,傾聴すべき点が少な

くないと思われる。 (た だし, こう名旬ばかり並べた本

内 恭   彦  (物理 。名誉教授)

の巻末に, 自作未発表の百句を附けたのは少々まずかっ

た?)こ こで感じたことは,彼の美感が大変視覚的だっ

たことである。

虚子の “行 く秋の大和の国の薬師寺の 塔の上なる一

ひらの雲"は “行 く秋や五重の塔に雲一つ"で十分であ

るという。たしかに,晩秋の澄み渡った青空に答え立つ

塔の上に,一片の白雲が流れかかっている状景,視覚的

美としては十分であろう。 しかし薬師寺の塔―これは実

は三重の,あ るいは見方によっては六重の塔である一と

いえば,遠 く白鳳の文化がしのばれる。その塔のてっペ

んの水姻には例の天人のすかし彫 りの流麗な姿が輝いて

いる。そ ういう懐古的なあこがれは俳句では表わされて

いない。さらに,31字の中に 6字の “の"の字を反復

させる快いリズム感は, 17字 の中には全 く失われてい

る。

そ うヽヽえば, 子規の写生論からもうかがわれるよう

に,俳旬には一瞬の状景を固定させた,絵画的のものが

多い。蕪村の “春の海ひねもすのたりのたりかな"な ど

は多少の時間的経過, リズムが感 じられるが,やはり実

朝の “大海のいそもとどろによする波 われてくだけて

さけて散るかも"の ような動きに及ばない。

そう思って吉田さんの本を見直すと,セ ザンヌ, ゴッ

ホ, ゴヤなどの総画に深 く心を寄せられた文は見出され

るが,音楽に言及したものは一つもない。

物理学者には,プランク,ア インシュタインなど音楽

に堪能な人が少 くない。我々の仲間にも,楽器を演奏す

る人は少 くなしも 数学,理論物理のようなものは,論理

をたどるものだから,やっばリー瞬に感じとるものより

は,時間的経過に従って流れるものの方がびったりする

のかもしれない。しかし, こういうものはどちらかとい

うと情的なもので,知的とは縁が薄い。いつも知的なも

のに没入しているから,時に情的なものに逃避するとい

う言い訳もあろうが,それには何も音楽でなければなら

ない必然性はなさそうである。

孔子は “詩に興り,礼に立ち,楽に成る"と いった。

この詩は俳旬に限ることはなかろうが,視覚美,聴覚美

の双方に通じるのが理想であろう。久保亮五君や,霜田

光一君の音楽は古くから聞かされていたが,両君が絵も

上手なことを近頃初めて知って,大いに心を強 くした次

山
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第である。そのうち両君から快心の作一枚ずつ,こ の原  稿料の代 りに? 頂戴できることを楽 しみにしている。

外 国 で の 越 年 の 思 い 出

水ヽ 昌  吉 (数学 0名誉教授)彊

私は 1931年 8月 (25才 のときであったが), 渡欧

し, 3年間ヨ年ロッパに滞在した。その間に 3回あちら

のクリスマスやお正月を経験したわけである。滞在した

国は,主 として ドイツとフランスであったが,休暇中に

はあちこち旅行もした。もう占いことであるし, 日記も

つけていなかったので,記憶 のさだかでない点 もあ る

が,1932年から33年への越年のときは,三村征雄夫妻

と一緒にフランスからイギリスに旅行し,英仏海峡の船

の中でたしか新年を迎えたように思う6今 日のように飛

行機が発達していなかったから, Dieppeま で汽車で行

き,何時間かを連絡船の上で過した。しかし,年が変る

からといって,連絡船の上では特別の行事もなかったと

思う。1932年の クリスマスは パリで過したのであった

が,フ ランスはカトリックの国で,深夜のミサに家族づ

れでゆ くなど,宗教的 。家族的な行事はあっても,街頭

で Jingle Bellの 音楽が鳴り響 くようなことはな く,む

しろ静かなクリスマスであった。

1931年のクリスマスのときは, ドイツの ハンブルク

にいた。第 1次大戦やそれに続 く innationは ,も う何

年か前にすんでいたが,そのころの ドイツはまだ疲弊し

てぃた。(2年ほど後の 1933年には, Hitlerが 首相と

なる。)町の広場では“国営とみ くじ"(Nationa1lotterie)

などが売られていた。クリスマスのころになると,そ の

広場に Stille Nacht,Heilige Nacht.… .の音楽が大き

な音で流され,いかにも新教国のクリスマスらしい雰囲

気が醸し出される。その印象は今も忘れられない。

1983年のクリスマスのときもハンブルグにいた。そ

の年のクリスマス●イーヴには,Emil Artin教 授のと

ころに招かれた。教授はまだ 35才の若さであったが,

数学者としても,人物としても私たちの敬愛の的であっ

た。 当時は夫人との間に満 1才ほどの長女の Karinが

おられた。私は町のおもちゃ屋で,Karinの ための小さ

なおもちゃを買ってプレゼントしたが,お宅へ行き,ほ
かのおもちゃの側へおくとそれは小さ過ぎたようであっ

た。一一Karinは ,今は Mrs.Tateと して何人かのお

子さんがあり,Artin教授と同じように碧眼長身であ

る。そのころはもちろんかわいい赤ちゃんであった。

パリには日本の大使館があり,ハ ンブルクには領事館

がある。パリの当時の長岡大使は私の父の知 り合いであ

り,ハ ンブルク領事館におられた青山義徳氏には,ベル

リンの長井亜歴山氏から紹介されたので親しくしていた

だいた。お正月には大使館や領事館で在留邦人を招かれ

る。上のようにして記憶をたどってみると, 1932年,

1934年のお正月は両方ともハンブルクにお り,1983年
にはロンドンにいたことになるが, ロンドンでは特にお

正月らしい光景に接した記憶がな く,他方ハンブルクの

領事館にも,パ リの大使館にもお正月に招かれていった

ことがあるような気がする。あちらのお正月に特別の装

いがないのは普通であるが,1932年 から33年への越年

を英仏海峡でしたといったのは間違いであったかもしれ

ず,あ るいは,パ リの大使館でご馳走になったのは,お
正月ではな くて,何か別の機会であったのかもしれな

い。その辺の記憶が不確実で申訳ないが, クリスマスに

ついては,あちらへ行って最初の年 (1981)と ,こ ちら

へ帰る前の年 (1933)は ハンブルクで, 1932年のとき

はパリで送ったのはたしかである。

戦後になってから, 1960年の夏に家内と一諸にヨ‐

ロッパに出掛け, ドィツ, フランス,ス イスで夏休みを

過した後,ア メリカにゆき,秋から翌年 3月 まで北米合

衆国にいた。アメリカで一番長 くいたのはシカゴ大学で

あるが, クリスマスの休みには東部にゆき,プ リンス ト

ン, ニューヨーク,ボス トンで過した。家内は古 くから

聖公会の信者で, 私も戦後洗礼を受けた。 1960年のク

リスマス当日は, ニューヨークの NYUに近い Gros‐

vener Hotelに 泊っていた。ちょうどその向いに聖公会

の大きな教会があり,その礼拝に出席した。ニューヨー

タやボス トンの町のクリスマスの装いも忘れないが,一

番印象的であったのは, ニューヨークのバスの station

の一隅で (ご存じの方も多いと思うが,それは諸方へ行

く路線のバスの出るところで,ずいぶん大きな建物であ

る)あちこちの教会の合唱団が代る代るクリスマスの歌

を唱っていたことである。混声 のもあり,女声 のもあ

り,子供を主とするのもあって,指揮者もいろいろであ

ったが,唱っていたクリスマスの歌は私たちもよく知っ
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ている Classicalな ものであった。バスを待つ間, しヤゴ

らく家内と一緒に聞き惚れていた。

ニューヨークからプリンス トンヘは,バ スで一時間程

である。クリスマス ●イーヴの晩であったかどうか記憶

が確かでないが,と にかくそれに近い日の晩,プ リンス

トンの Andr6 Weilの 家に家内と招かれた。一家の人

たちと一緒に夕食をご馳走になった後, Weilが “君に

も Santa Clausの ものがあ るよ"と いって Simone

Wellの Ecrits de Londresを プ レゼ ン トされ た。

Andr6と Simoneは 兄妹 であるが,Weilは 思想家と

して著名な妹のことをあまり人に語ろうとはしない。し

かし,Simoneの ことをいつも考えてはいるのである。

実際,SimOneほ どの妹をもてば,忘れることはできな

いであろう。

私は東大を 1967年に定年退官したが,そ の年の秋か

らの 1年間フランスのナンシー大学で過した。そのとき

も家内と一緒に出掛け, ナンツーの 82 Avenue Foch

というところに住んだ。その年のクリスマスは,カ ー ド

やプレゼントのやりとりはもちろんしたが,招いたり招

かれたりはしなかった。ナンシーには聖公会の教会はな

書き出しから妙な話になるが,昭和基地の住人は人間

だけではなく小さなダニがいる。このダニは日本から運

んで行ったものではないかと疑う人もいるようであるが

その道の専門家の話ではまぎれもなく昭和基地の先住者

だそうである。何故それがわかるのかというと,外気温

に対する活動度の依存性を調べてみると南極原産のダニ

は,温度は 10°C位で最も活発に動きまわ り,2σCに達

すると動きは急激に鈍くなるが,日 本産のダニは 20° ～

3ぴC位で最も活発に動きまわるということである。 も

ちろんいかに南極原産のダニでも気温がぴC以下に下れ

ば冬眠状態になることはいうまでもない。

そこで昭和基地で気温がσC以上になる日を調べてみ

ると正月をはさんで 12月 と1月 の間にたった 20日 位

しかないことが知られる。つまりこのダニは 1年 365日

のうちたった 20日 を目を覚まして餌を探し,残 る 譴5

日を眠って暮していることになる。

海の中でも似たようなものらしい。昭和基地の正月に

いが,カ トリックの教会はたくさんある。家から近い教

会の深夜 ミサに家内と一緒に参列 した。少し寒かったが

よい ミサであった。 (聖公会とカトリックでは 儀式はほ

とんど同じである。)

1968年の1月 1日 朝, 少しゆっくり寝ていると,,ベ

ルの音で起された。家内が表の ドアをあけてみると,雪

の降る中に町のお菓子屋の女店員が立っていて, Jean

Carta nさ んからのお申付けです, といい, お菓子を一

箱届けて来たのであった。 フランスでは 6trenneと い

って “お年玉"をおげる習慣がある。」ean Cartanは

Ⅱenri Cartanの 長男で,日 本へ来られたことがあり,

今は 日本人の夫人を持っておられる。 日本にも
″
お年

玉"の習慣のあることを知って,私たちに贈物をされた

のであったのかもしれない。 (も っとも, 日本では元日

に物を届けてくれる店はないであろう。)

学会や委員会出席などのために,短期の旅行をしたこ

とも入れれば,私もずいぶん何度も外国へ行ったことに

なるが,今まで外国で年を越したのは,以上の5回だけ

しかない。(1973年 12月記す)

高 (地球物理研究施設)

は輸送の合い間,天気が悪くてヘリコプターが飛べない

日には魚釣 りが流行する。厚さ 2m程の氷に穴をあけ

て釣 り糸を垂れると忽ち喰いついい上ってくるのが,オ
ングルダボハゼと通称される日の大きい魚である。味は

淡自でなかなか美味だが,こ の魚を釣るには実は餌は何

でもよい。われわれも始めは肉の切れ端などをつけてい

たが,べにしょうがでもよいし何もつけずに針だけでも

よいことはすぐわかる。何かが上から落ちて行 くと何で

もかまわず喰いつくらしい。恐らくそれは,海面近 くか

ら落ちて行 く沖アミなどを常食としているので,落ちて

行 くものには何でも飛びつ く習性ができているのであろ

う。

さらに面白いのはこの魚は一つの穴ではある数を限度

として後はバッタリ釣れなくな り,ほんの 2～3m離し

て別の所に穴をあけるとまた何匹かがつれるということ

である。一つの穴でつれる数は冬は少なく,正月頃にな

ると急に増えるようである。つまりこの魚は底魚で余り

月正の極南

口/1ヽ
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泳ぎまわることがなく,何かが落ちて行くと,それが見

える範囲にいるのが喰いついて釣 り上げられ,その外に

いるものは全 く知らん顔だということであり,正月頃に

なればダニと同じようにいくばくか行動範囲が広 くなる

ことを示している。これはまた,その程度しか動きまわ

らなくても十分BIIにありついているということもある。

この頃のように無闇に忙がしい人間の世の中から見れば

何とも羨ましい優雅な生き方であるように思われる。

所で南極の人間の方は, どうかといえばこれもある意

味ではよく似ているといえなくもない。正月が休みにな

りのんびりできるのは日本での話であって南極では一年

中で一番忙しい交替と輸送の時期に当るからである。短

かい交替の期間には数百 トンの荷物の輸送と建物の建設

や機械の入れかえなど目の回るような有様になり,陽が

一日中沈まないことも手伝って,眠る間もない労働の季

節となる。顔はサングラスの跡を自く残して雪やけし,

めがね猿のような形相になり,きたならしい作業衣で砂

ぼこりにまみれて働いている姿はそれだけでもおよそ正

月とは縁の遠い眺めである。

正月らしさというものは暦の上の区切りに伴なってと

もか くも生活に何かの区切 りをつけ,あ るいは区切りを

つけたような気になって暫 くの体養をとり,何 とはなし

新 しい気分で仕事にとりかかる一つの休上期間だといえ

るだろう。東京では正月三カ日には スモッグもな くな

り,富士山がきれいに眺められるということになる。寒

さ,雪,ス トーブ,年賀状,雑煮,みかん,新年会など

がそれに色を添える。なる程交替のヘリコプター第一便

では新鮮なオレンジや,野菜,家族や友人からの便 りを

お年玉として屈けてくれるし,ま た輸送の最中に天候が

悪くなり輸送の休上期間もあるが,オ レンジにみかんを

思い,手紙の東に年賀状を思うことは余 りない。休みは

ただの休みであって全体は活動の季節であり,活動は連

続で,気分の上でも実際面でも全 く区別 りがないからで

あり,一 日中沈まない太陽だの,一年中で一番気温の高

いことなどがますます正月らしくない方の気分に拍車を

かける。

今頃は新 しい人達と越冬を済ませた人達が共同の輸送

や建設に従事している頃である。相も変らず, 目を覚し

たダニや魚と一緒に真夏の営みに真黒になって働いてい

るに違いない。正月の終りには一年を何日かで暮すダニ

達は眠 りに這入り,魚達も動きが鈍くなり,人間はとい

えば,越冬した仲間は基地を去 り,新 しく行った仲間は

冬ごもりの仕度にかかる。人間を含めて南極で暮す生き

物にとっては六月末の南半球の冬至の日の方がずっと正

月の気分に近い。気分を新たにするにはやはりある種の

自然の区切りが必要なようである。

ルフ油石

』
舘

ヨム・キップール戦争と俗に呼ばれる第 4次中東戦争

が 10月 に起こって以来,ア ラブ諸国の “石油戦略"が

効果的に実行に移され,新聞でもアラブ諸国に関連した

ニュースが多 く載せられるようになった。まさに,対ア

ラブ総力外交戦といった感じなのであるが, こうした時

にこそ,イ スラエルに視点を合わせた見方が必要なので

はなかろうか? イザヤ・ ベンダサンの「日本人とユダ

ヤ人」から, ユダヤの教えを孫引きさせて頂 くと,「満

場一致は何かおかしい」のである。

私は昨年迄,足かけ 7年程イスラエルのフイツマン研

究所に滞在していたのだが,最近多 くの方から受ける質

問は「イスラエルの為にどうして世界中がこのように騒

がねばならぬのか ?」 という主旨のものである。社会的

に有力な‐ダヤ人の多いアメリヵはともかくとしても,

ヨーロッパの諸国が,頑固と思える程に,ア ラブの石油

ちがし

郊  (動物)

戦略に対抗しているのが不可解だというのが質問の骨子

であると思われる。勿論このような質問に生物学者であ

る私が正確に答えられる自信はなく,叉,明快な回答が

ある筈もないが,大まかに私なりの考えをまとめてみた

い。

イスラエルと言った時に,普通の日本人に浮かぶイメ

ージはどのようなものであろうか? 残念乍ら,今の私

にはば くぜんと想像するしかない。 しかし西欧諸国の人

人に抱かれているイスラエルの平均的な像は「中東にユ

ダヤ人が作った小さな近代国家。資源らしい資源は殆ん

どなく,強大なアラブ諸国に囲まれ,教育程度の高い,

優れた,勤勉な国民が,進んだ科学技術を支えとして,

福祉国家建設を目標に生きている国」といったものでは

ないかと思われる。イスラエルの広報印刷物によく見受

けられるのも,大体この線であり,実際に住んでみても
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このイメージが特に作為的な強調を含んでいるとは感じ

られない。

さて,こ のイメージの内容は多くの先進国叉は “中進

国"にあてはまるもので,決 してイスラエルに特有なも

のではない。先の文の中で,中東,ユ ダヤ人,ア ラブと

いった言葉を除けヤゴ,それが,オ ラング,デ ンマーク,

イギリス,或いは日本のことだと言っても不都合はある

まい。日本の場合には,隣国と地続きの国境 こそ ない

が,中国,ア メリカそしてソ連と,超大国に周囲をとり

まかれ,少い資源で,高い教育程度と,勤勉さを資本と

し,円滑な貿易活動を頼 りに,激 しtゞL界の潮流の中で

生計を立てているのである。

このような国 が々資源の強大国,或いは軍事,資本の

強大国からの圧力にいかに弱いかは今度の石油戦争で我

我が痛切に経験していることである。国境を相接したヨ

ーロッパの国々では,国家相互間の関連も深 く,叉それ

だけに,お互いの警戒心も強くなるのであろう。西 ドイ

ツ,フ ランス,或いはイギリスといった “強大国"です

ら,ア メリカ, ソ連又は英独仏三国間の複雑な力関係に

対する警戒の念をゆるめ得ないのであるから,小さな国

ではなおさらのことだと思われる。

コーロッパ諸国の人人が,イ スラエルの置かれている

現実を身近かなものと受け取り,その運命を「明日は我

が身」と感じてぃるとしても不思議ではない。POwer

politicsの 横行する中で,小国はどこ迄大国の圧力に抵

抗し,“独立
″

を全うし得るのであろうか?

ここで,イ スラエルこそ Power politicsの 代弁者で

あり,好戦的な帝国主義国家なので,ア ラブはその被害

者だという見方は,当を得たものだと思えない。イスラ

エルにも,軍国的ショービニス ト,経済帝国主義国家と

いう側面があることを否定するつもりは無いが,それは

日本人が GNPシ ョービニス トであり,経済帝国主義者

だというのと似た程度のものである。大きなだけに,日

本の方がはるかに罪は深かろう。近頃話題になるキーセ

ン観光はほんの一つの症候に過ぎないのである。

イスラエルが現在の占領地城をなかなか手離さないの

は,ア ラブ諸国に対する恐怖と不信の故であるというイ

スラエルの主張を,私は素直に受け入れたい。

イスラエルのパレスチナの地に対する歴史的な権利が

正当かどうか,と いうところから議論をする勇気は私に

は無い。 この議論 はまるで メビウスの輪をたぐるよう

に,可害者と被害者が入れかわ り,果てしなく思えるの

である。サル トルもこうした論争にさじを投げた一人で

ある。ただ, ドイッチャーのように,イ スラエルの建国

に反対する思想的立場もあり,叉現在の政治状勢に批判

的なユダヤ人知識人も多いことはつけ加えておく必要が

あろう。しかし,西欧諸国では,イ スラエルの国家とし

ての存否を問う姿勢は,も 早や全 く失われていると言っ

ても過言ではあるまい。

第 2次大戦のナチの亡霊は,大国に接して生きる人人

の胸にまだ出没する。私共は原爆の恐怖を年と共に忘れ

てゆ くが,記憶のうすれることは,現実の危険が無 くな

ることでは勿論ない。

原則論の “立て前"を離れた,エネルギー外交,資源

外交といった即物的な外交路線には,本来我々が避けよ

うとしている落とし穴に自ら飛び込む可能性があまりに

多 く秘められているように感じられる。対米一辺倒から

の離脱どころか,ま すます一つのバスケットに卵を積み

込んでいるのが現状なのではなかろうか? 日本の失う

ものは大きいのではないだろうか ?石油だけが我々が外

にたよっているものではないのである。

私は, 6日 戦争以後のイスラエルの政治的立場を盲目

的に支持 している訳では決してない。 アバタもエクボ

と,イ スラエルを愛する必然性が,日 本人の私にないの

は当然であろう。パレスチナの避難民の処遇を巡って,

或いは彼らの残した財産の処分に関して,叉占領地城の

支配に関して,イ スラエルも痛い傷を沢山持っている。

占領地域のアラブ人の独立運動については,い くつかの

優れた本が書かれている。しかし,イ スラエルが周辺の

アラブ諸国の社会に与えたプラスの影響も叉大きい。

寒さにふるえ,物価高におびえ乍らこの小文を書いて

いる私に,原油の重要性がわからぬ筈はない。しかし,

原油の不足と,イ スラエルの問題は,密接な関係があり

そうで,実は全 く別のことなのではなかろうか? 本来

関係の無いことなのではないだろうか?

世界の人口増加と,生活程度の向上が,いずれ資源の

涸渇を招き,いわゆる資源保有国が,資源保護に傾 くの

は当然であろう。我々が直面しているのは,単に今度の

中東戦争の結果ではなくて,未来の文明社会の現実であ

り,叉近代国家の独立とは何かといった問題なのであろ

う。

ずい分遠まわしのようだが,こ れが,冒頭の質問への

私なりの答えである。

手うすだった中東外交 (イ スラエル外交も含めて)が

見直 されることは,私 にとって極めて嬉しいことであ

る。ユダヤ人とアラブ人とは,元来文化的にも近 く,中

東問題の理解には,両方を理解することが必要な筈であ

る。そしてこのような努力は,も ともと中東戦争とは関

りなく行われるべきものであって,いたずらにアラブ諸

国とイスラエルを対極に置いて一方に猛進したのでは,

-6-



文化国家日本も,片寄った利益の走狗に過ぎなくなって

しまうのではないかと思うのである。

中東の風土は,か ってユダヤ教,キ リス ト教,イ スラ

世 界 で 一 番 古 い

昨年は, 私たちの研究室に, “世界最古の岩石"が東

と西からはとんど同時に持ち込まれるという幸運にめぐ

り合った。ひとつは,昨年 10月 から地球物理教室の助

手として留学先のパリ大学から帰国した兼岡一郎さんが

持ち帰ったもの。もうひとつは,京都での国際会議出席

をかね,地球物理教室に3カ 月ほど滞在することになっ

たカナダ地質調査所のシュワルツ (Dr.Eo Schwarz)さ

んが持ってきたものである。

時を同じにして東と西からやって来たこの “世界最古

の岩"は,どちらもグリーンランドの東部海岸に産出す

る変成岩の一種である。兼岡さんが持ち帰ったのは,約
30グラム程度の大きさで, プラスチックの台にはめこ

まれ, 裏に OXfOrdと しるしてある。 他方シュワルツ

さんは,東大滞在中の研究試料として段ボールの箱に一

杯,10キ ロほど持ってきた。

このグリーンランド産の変成岩は 1969年オックスフ

ォー ド大学の研究者により採集され,ル ビジュウムース

トロンチュウム法により詳しい年代測定が行なわれた。

年代値は 39億年と報告されている。もっともルビジュ

ウムの半減期には,現在でも5ノく~セ ント程度の不確か

さが残っているので,短い方の半減期を用いて計算する

と 37億年ということになる。いずれにしても現在まで

報告された地球上の岩石のどれよりも古い。

地球がほぼ現在のような規模の天体として太陽系内に

存在し始めたのは,今から 45億年程前だったと推定さ

れている。地球上の鉛鉱床や隕石中の鉛の同位体組成の

研究に基いた結論である。 1950年代の後半に 同位体比

を用いた岩石の絶対年代測定法が導入されて以来,現在

まで全世界で行なわれた年代測定はおそらく万を越える

ものであろう。しかしいまだかって 40億年を越す岩石

は発見されていない。われわれの探 し方がまだ充分でな

いということであろうか。地球の歴史については,39
億年の岩石を最古の手懸りに,それから先の 45億年ま

でについては全く何の手懸 りも得られていない。地球科

学者はこの空自の歴史に,地球の歴史の“暗黒の5億年"

という, ロマンチックな名を与えている。

ム教を生み,世界の動きに大きな影響を与えた。クリス

マスの鐘の響 くエルサレムの丘は,叉我我に大きな問題

を提示しているのではなかろうか?

岩

小  鳴    稔 (地球物理)

“暗黒の5億年"は , しかし唯たんにわれわれの探 し

方の不足にのみ押しつけるわけにはいかない ようであ

る。地球が誕生した時は,ま だ冷 く, 5億年程たってよ

うや く火山活動が起る程度に熱 くなったためと考える人

もある。他方,地球が生れた頃は今よりもっと火山活動

が激しかったと考え, “暗黒の 5億年"を説明しようと

する試みもある。 この立場によれば, 40億年以前にで

きた岩石はその当時の激しい火山活動のためすっか り壊

されてしまって最早手にすることができない, というこ

とになる。事実,火山活動が地球の全歴史を通じほぼ現

在と同じ程度に起ったと仮定すると, 40億年前の岩が

現在まで地表に生きながらえる確率はきわめて少さいこ

とが統計的に示される。

“暗黒の5億年
″

に対するいろいろな解釈 のうちどれ

が正しいのか現在の所依然として謎である。小さなプラ

スチックの台にはめこまれた “最古の岩"は,驚 くほど

フレッシュである。 キラキラ輝 く結晶粒は, とうてい

40億年の星霜を経たものとは思えない程, 肉眼には風

化の痕跡すら認められない。しかし一日にはどこにでも

転っているのと何の変哲もない岩だが,“暗黒の5億年"

やその他地球のごく初期の状態につきかけがえのない情

報を秘めているはずである。

シュワルツさんと協同で地球物理教室の河野 長さん

は,こ の最古の岩の残留磁化から 40億年前の地球磁場

強度を推定しようと試みている。アポロ宇宙船が持ち帰

った月岩石の研究から,こ の月岩石は現在の地球磁場の

約 1/20の 磁場下で残留磁化を獲得したと推定されてい

る。この磁場の起源については今でもはっきりした答え

が与えられていない。一昨年 ノーベル賞を受賞 したアル

ベンは,40億年程前地球磁場が現在より数 100程強 く,

この磁場が月まで及んでいたためだと提案している。ち

ょっと信じ難い話だが,こ の 39億年前にできた岩石の

残留磁化をしらべれば,こ の問題の解決にかなりの手懸

りが得られそうである。

“最古の岩石"が秘めている情報は磁化に限らない。

地球の大気が何時頃から形成されたか,こ の問題は私達
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研究室の共通の関心事である。“最古の岩石
″
に含まれ

る極微量の稀ガスの同位体比をしらべれば,大気の起源

につき何らかの手懸 りが得られるかも知れない。

私の読んだ本 (8)

イ . 倉石武四郎

「中

富 山 妙 子

「わ た

イ.の倉石先生は,今年の朝日賞を受けられ,ま た,

先生編の「岩波中国語辞典」の恩恵にあずかっておられる

方も少なくあるまい。私は最初, “中国地理学史"を勉

強していたので,欧米のシノロジス トに知人が多いが,

“日本の教授で最も完壁な中国語を話す方
″というのが,

倉石先生に対する国際的な評価である。いわゆる漢文訓

読の不合理を早 くから唱え,現代中国語の発音で古典を

よみ下すというある意味ではきわめて当り前の事を実行

するのに,著者は学界の抵抗の中にその前半生をかけ,

後年京大教授から東大教授にうつられる頃からそのす ぐ

れた古典に対する教養の上に,現代中国語の教育,研究

に情熱をもやされる。特に戦後は,中華人民共和国の成

立にともない,中国語教育にも国内では幾多の難題が出

てきた。先生は,それを一つ一つ片附けてゆ く。東大に

教養学部ができたとき申国語クラスを残すために努力さ

れた話や,謝泳心女史が,米国に帰 りますといって,そ
のまま北京に入った話など,中国語研究戦後史の一頁が

坦々とのべられている。著者が,1954年,20数年ぶり

で北京に招待され, “文字改革研究委員会"と の座談会

に出席し,は じめは中国側の通訳が出たが,専門語が入

ってきたのでお手上げになり,先生にお鉢がまわ り,

“・…破れかぶれ,へたな中国語でや ってのけ ました"

といわれる謙虚な先生は,日 中国交回復時の日中・周会

談の通訳をつとめた中国の人々へあたたかいまなざしを

おくり,あ る日本の大会社の重役が,随行した通訳にむ

かって「ォイ通弁 !」 とよびつけたので,その通訳が

「もうこんな仕事はいたしません」と涙ながらに うった

えた話もつたえる。「中国との友好は, けっして相互の

利益によってのみ結ばれるものではない,よ くあいての

こころをとらえてこそ,たがいに手をにぎることができ

箋
巾 五    十    年 」 (岩波新書,

し の 解 放― 辺境 と底辺の旅」(雛香書房,1972)

キラキラ輝 く結晶粒をちりばめた黒っぽい “世界最古

の岩"を眺め,あれこれ想像を楽しんでいるうちに正月

休みも終った次第でした。

巌  (地理 )

る。そのこころをとらえるための,ひ とつの道はことクざ

である。しかし日本人はこの大切なことばを二千年に近

く無視してきた。わた くしはいささかのいきどおりをこ

めてこの書物をまとめた。わた くしは,ふたたび,こ の

ような書物を書 くだけの寿命を持たないであろう。した

がってこれはわたくしの日本にたいする遺書ともいえよ

う。 (ゴヂは評者)」 という締め くくりの文句は, この著

者の説 く場合,万金の重みで訴えるものがある。一つの

語学への道が,いかにけわ しいか,安易な語学感を吹き

飛ばす壮絶な書物である。

口.の著者の富山妙子さんは,外資系の会社につとめ

る父の下で,ア カシアの大連でしあわせな女性としての

道をあゆめる基礎をもっていた。しかし植民地の少女と

して感じとった日本の姿に大きな疑惑を感じ,自 由への

憧憬から,東京に戻って新 しい美術運動に身を投じてゆ

く。戦火のなかの恋愛を通じ著者自身の生活のなかに次

第に革命がおこってくる。やがて終戦,子供をかかえ,

夫と別れた著者は,炭坑に絵画のレアリテをもとめて,

筑豊の山々をあるく。そこで知った労働者の生活を通 し

て日本社会の構造に大きな疑間をいだく。炭鉱→鉱山労

働者という線で,移民船にのって南半球を訪れ,ア ンデ

スの国々で絵画をえがきながら,次第にその社会の矛盾

に心をひかれてゆ く。生活と闘い,絵を売 りながらの著

者の旅は,やがてソビエ ト, ョーロッパ,中近東,イ ン

ドとのび,自 由の問題や,いのちの極限について身を以

て考える。大学闘争が盛んなる頃,著者は,日 本,朝鮮

の問題に心をうばわれ,韓国旅行は,やがて徐勝君らを

支援する市民運動に展開してゆ く。日中国交回復の日に

あとがきが書かれたこの書物は,一人の日本人女性画家

の半世紀の生涯を語 りながら,おのずから日本現代史の

国

堀/Jヽ
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一部をかたちづくっている。373頁 の大著の中には,各

時代を彿彿とさせる無数の詩文など挿入されており,著

者なりのきびしい日本の戦争責任の追及が全篇の基礎の

調子となっている。この一人の女性の魂の旅は,一人で

も多くの,特に若い女性や,申年以後の男性に読んで欲

しいものである。

岡 田 要 先 生 を 偲 ん で

名誉教授岡田 要先生の立派なお姿には,も う接する

ことができない。賑やかに学生にハッパをかけ,学問を

論じておられたあの大きな声を再びきくことはない。先

生は旧臓 12月 26日東大病院で帰らぬ人となってしま

われた。御年 82才。

先生は大正 7年東京帝国大学理科大学動物学科を御卒

業, しば ら く三崎の臨海実験所で仕事をされた後大正

13年から 6年余リフランス,イ ギリス, ドイツの各地

で動物実験形態学に関する多 くの研究成果 をあげ られ

た。その後京都大学教授として,実験発生学を開講され

多 くの学生にこの学問の醍醐味を与えられた。昭和 14

年東京大学に来られ,われわれが直接先生の教えをうけ

ることとなった。講義はほとんど先生御自身の天才的で

個性的な研究を申心に進められ,実習や実験でモタモタ

していると「そんなアホーなことをいつまでもやっとる

のか」と一喝された。先生の学生指導方針は誠に自然に

学べということのょうであった。発生におけるオーガナ

イザーの役割,多彩な動物の再生における極性と神経の

役割の研究,性転換の研究などは後世の学問に多 くの影

江 上 信 雄 (動物)

響を与えた業績といえよう。

戦後間もなくの困難な混乱期 (昭和 21年から 24年

まで)に理学部長を勤められ,教養学部や教育学部の設

立にも力を尽されていた頃の先生は,夜おそ くまで仕事

をされていたことが多かった。それでもゆとりを失なわ

ず我我に対してはいつもユーモアを忘れず接しておられ

たことは,今にしておもうと並の人間のできることでな

かったといえる。

日本動物学会の会頭をはじめ多 くの学会の会長に選ば

れ,日 本学士院会員,日 本学術会議第 4部長,国立遺伝

学研究所評議会議長,日 本学術振興会理事等々として,

学問の発展や世界交流に尽力された功績も誠に大きいも

のがあった。昭和 27年の御停年後は永 く科学博物館長

をつとめられ,その後も東京動物園協会,日 本博物館協

会などの多 くの御仕事を通じて研究面だけでなく社会教

育,科学の普及などでも巾広い活躍をされた。

真父1に顕微鏡を見てから美 くしいスケッチを描いてお

られたお姿を想い出し,また晩年になって御自分の御仕

事をふりかえってうれしそうに話されたり,性の分化に

ついての新らしい問題提出などをして楽しんでおられた

時期が長かったと思い浮かべることが,先生の死という

悲しい思いに対するせめてもの救いである。

岡田先生の専門的な論文は数が多いので主要なものを

えらびにくいのですが,その中から 2,3をひろってお

きます。

Ёtudes sur la F6g6n6ration chez les coelent6r6s.

Archives de Zoologie exp6rimenttle et g6n6rale.

T.66.

Transplantationsversuche an Protozoen. Archiv ftr

Protistenkunde. Bd.69:Ht.1,

Sex reversal in the Serranid nsh, saθ %ra7%αrク●7γo‐

れοaα, Io  Sex characters and changes in gonads

during reversal. Proc. 」apan Acad. Vol. 41.

(御写真は昭和46年間下生一同が集まった際のお姿です)
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12月 理学部会合日誌

5日 (71N)13:3o～ 15:30

10 日 (月 ) 14:00～ 16:00

12日 (水)13:00～ 15:00

17 日 (月 ) 12:30～ 14:50

19日 (水)14:00～ 17:10

教務委員会

理学系研究科委員会

人事委員会

学部長と理職の定例交渉

教授会

教 授 会 メ モ

12月 19日 (水)定例教授会

理学部化学新館講堂

教授会にさきだち河田教授 (数学)が「動 く対象集団

に対する標本調査」と題して,映画をも併って約一時間

興味深い講演をされた。以下に当日配られた講演要旨を

再録する。

動く対象集団に対する標本調査

河 田 敬 義 (数学)

ここでは,ある地域に生息する野生動物の個体総数を

調べる統計的な方法について述べる。従来は,捕獲―再

捕獲法とぃわれる方法が統計学で研究されていたが, ノ

ウサギについて行なった実際の経験では前提条件が,き
びしすぎることおよび実施困難のため机上の空論のよう

に思われた。そこでノウサギについて,積雪地方だけに

用いる方法であるが,雪の上の足跡をもとにする方法が

考えられた。この方法は動 くものを固定して把握する方

法である。ノウサギの夜行性を利用し,対象地域内に一

夜のうちについた足跡の総延長をXと する。次に,一匹

のノウサギの一夜のうちに行動する足跡の平均距離をL
とする。そのとき X/Lに よって,全数が推定される。

総延長を調べるには,標本調査法・幾何確率モデルによ

る推定を基礎とする調査法が用いられる。一匹の平均距

離を知るには色素首輪による方法の外,自然の足跡を追

跡し,他の足跡と交わって本来の足跡が不明のとき,ラ
ンダムに選んで一夜の始点を見出し,こ のようにして得

られる測定値について確率モデルを作り,コ ンピュータ

ー・ シュミレーションおよびベイズ推論を用いて,Lを
推定する方法を採用する。

以上の研究は統計数理研究所の林 知己夫氏を班長と

する研究グループによってなされたものであり,映画

「ノウサギを数える」 (30分間)に よって説明した。

(こ の問題について興味のある方々に,一番手近な文献

として「数理科学」の 1973年 8月 号 “特集 ラングムネ

ス"をおすすめしたい。特に冒頭の林 知己夫 “ランダ

ムネス"はいい手がかりになる。なお一層の興味をおも

ちの方は直接私に御連絡頂ければ幸甚である。河田記)

1.前回議事録の承認

2.人事異動等の報告・承認

3.教務委員会報告

岩堀教授より,情報科学入門実習 (い わゆる算盤

塾)についての説明があった。また新学期の非常勤

講師手続きについて報告があった。つぃで臨時カリ

キュラム委員会の活動現況について島村教授より説

明があり,ま た全学ゼミに対する理学部の一層の関

心が希望された。

4. 人事委員会報告

5。 会計委員会報告

田丸教授より,営繕工事関係の学部内の順位査定

がしめされ承認された。また部長保留金の使途につ

いて学部長より新任教授へ研究費として配分する原

案が示され承認された。

6.将来計画委員会報告

7.その他

学部長より,評議会の決定として,従来の “協議

会"がなくなったことの報告があり,続いて,建物

問題の進渉状況についての説明があった。一般的に

最近のきびしい緊縮財政事情などから建設の時期に

ついても,若干の影響はまぬがれない模様である。

そのあと概算要求について説明があった。

東大百年史編集理学部委員会委員名簿
*
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植 物 園  古  沢  助 教 授

地 物 研   福  島  教  授

情 報 研   高  橋  教  授

中 央  吉 野 事 務 長

事務担当 石崎事務官 (大学院掛)

*(12.19の 教授会において承認されたもの)

加納さん御苦労様で した

青 山 将 彦 (植物)

2号館,植物で長年にわたり木工に従事してこられた

加納さんが,昨年 12月 末日で停年退職されました。毎

日こつこつと手作りの木工製品の製作に励んでこられま

した。私達のまわ りには加納さんの製作または,修理 し

た実験台, 薬品棚, 棚等多数 あります。板 1枚切るに

も, 1ミ リたりともくるいのないように注意して切る。

何時 だったか,「 この位の板を・・…」とお願いしたとこ

ろ,「 この位で はそこにおさまるかどうかわからないか

ら,は っきりした寸法を」と言われました。いい加減な

仕事は寸分たりともすることのできない方でした。体は

小さいが職人気質の強い方でした。私達はこれからいろ

いろ不便な思いをしなければならないが,その都度加納

さんを思い出すことでしょう。

これからもお身体にお気を付けて末長 く御壮健で。

動 内

異 動 内 容    備  考

東京大学教授理学部に配置換する  宇宙航空研ょり

京都大学霊長類研究所教授に昇任

(助  手)

教室

物

学

(講師以上)

教室

事

発令年月日

48. 11. 14

48. 12.  1

発今年月日

48. 12.  1

49.  1.  1

備容

職

用

動

　

異
退
採

異人

　

　

穂

士
　

　

典

治

名

重

達

　

名

英

健

氏

野

江

　

氏

木

橋

末

村
　
　
　
橋

高

醐
手

〃
　
蠅
授
師

助
　
　
　
　
　
教

講

理

化

鉱

化

　

　

物

生

一
一
　

郊

名

浩

氏

井中

　

舘

理

　

物

室教

物

　

動

職名

助 教 授

助  手

12月 海 外 渡 航 者

渡航先国     渡航期間

アメリカ合衆国 12.10～ 49. 2.28

11, 28～    12. 13

渡航目的

ミュー中間子スピン回転の

研究

国際基礎生物学シンポジウ
ムに出席並びにアメリカ合
衆国おょびカナダの大学・
研究所にて研究連絡

国

ル
ダ

衆合

ジ
カ
　
　
ナ

いソ

ラ

メア

ブ

カ

昭和 48年 12月 10日 授与者

専門課程    氏  名

化    学  李  正  熙

学位規則第 3  長 谷 り|1政 美
条 2項 該 当

同

同

林

鈴

彦

男

利

正木

理 学 博 士 学 位 授 与 者

論 文 題 目

A Study of New Heteroaromatic Systems.(新 しいヘテロ芳香族系の研究)

原子lEE結合法および分子軌道法による水素結合の研究

Interactions of Collagen MOlecules.(コ ラーゲン分子の相互作用)

Chronology of Prehistoric human activity in Kanto,Japan.(関 東におけ
る先史人類活動の編年)
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学部長と理職との交渉

12月 17日 (月 )12時 35分～2時 50分

出席者 :理学部側は学部長,事務長ほか 4名

理職側は委員長ほか 11名

議 題 :1.職員待遇改善について,2.賃上げについ

て,3.5号館問題について,4.臨職問題につ

ぃて,5.その他

1.ぉ ょび 4.学部長,事務長 よ りつ ぎの説明があっ

た。

1)臨時職員のl■/議採用,手当等の待遇改善について

は,規則に従って最善のことをしている。

2)行一,行二の昇格,昇級は,機会のあるごとにや

っている。

3)助手を全員 3等級とし,全員に大学院手当を出す

べしという要望が理学部長会議から出されている。

大学院手当を 4%か ら 8%に増額することは,

次回の会議にはかってみる。

4)そ の他,特昇,超勤手当,高齢者昇給延伸等につ

いて意見が交換された。これらについては,理職が

要点をまとめて改めて質問する。

2.0.3カ 月分が繰 り上げ支給されるが,これで充分と

はいいきれない。理職の賃上げ要求は,学部長が総長

にとりつ ぐ。

3.理学部建物計画の現状について説明があり,理職よ

り改めて厚生施設の要求があった。

外国人留学生 と教授 との懇談会

外国人学生委員斎藤信房教授の招待で,理学部関係の

外国人留学生,研究員との懇談会が,12月 6日 16.00

～18.40の 間,理学部四号館会議室で 開催され た。部

長,評議員,関係教室の教官がホス ト倶」となり,大学院

留学生 (22名 ), 学部留学生 (2名), 学振奨励研究員

(1名),学振流動研究員 (2名),外国人客員研究員 (3

名)〔以上いずれも 48.1.21現 在〕のなかから約 15名

の出席があった。最年長者 70才のⅡ.Bobek教授 (地

理,ウ ィーン大)か ら紅一点の関 恩基さん (鉱物, ソ

ウル大)ま で,それぞれ自己紹介があり,後半は,指名

しあいながらなごやかな歌声がひびいた。留学生諸君に

とってもたのしい一夕でったようで,来年の再会を期し

て名残 りを惜しみながら散会した。

編集後記 年末年始の休みにかかリー月号はいつもより

10日 ほどおくれましたが, 内容としては正月号にふさ

わしいものをЯQら ってみました。珠玉の名随筆を寄せら

れた山内先生,味わい深い越年の思い出を語られた弥永

先生については,今更御紹介するまでもありませんが,

いずれもお願いしてから一週間 もたたぬ内に原稿を頂

き,編集部が恐縮してしまいました。加納さんの記事を

書かれた青山さんは,植物学教室の温室で活躍していま

す。南極の小日先生 (第十二次隊長), 小嶋先生 (昨年

“地球はいつ生れたか UP選書" という好著を 出され

た)いずれも年末に御無理をお願いしました。また,国

際会議の報告をお願いに行ったら,“イスラエル問題を

書きましょう"と いうことで,石油問題の盾の反面を執

筆された舘博士の文章は,偶然とはいえ,読者の興味を

ひく話題と思います。

2月 号は,な るべ く予定通り発行するつもりですが,

これから一番忙しい学年末にかかりますので,若千のズ

レは御寛容下さい。また今月号は「私の提案」は休載 し

ました。続きものとしては一寸無理のようなので随時掲

載ということで幅をもたせたいと思ってます。

広報は,各教室に編集員をおくという体制をとってお

りませんので,いろいろな研究,教育に関する話題は,

ロコミにたよらざるを得ません。どのような方法でも可

ですから,各研究室の話題を教えて頂けると幸甚です。

尚, 12月 号の編集後記にのせた イザヤ書の冒頭は,

「斯 く……」を「斯て……」と訂正します。

M「:l≧
〔エジプト象形文字による謹賀新年〕

編集:〔省翼忠通 1楊瑾1 彗〔曇露:|:こ昌 禽憬:|::〕
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